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第２節 河川の維持管理の種類

（１）河川の維持管理の目的
鏑川圏域内の維持管理は、河川のもつ特性や沿川の土地利用状況を踏ま

えつつ 「災害の発生の防止 「流水の正常な機能の維持 「河川の適正、 」、 」、
な利用と保全 「河川環境の整備と保全」の観点から総合的に行う。」、

（２）河川の維持の種類及び施行の場所
ア 災害発生防止のための管理
（ａ）河川管理施設の維持管理

鏑川圏域の河川において日常的に以下のとおり維持管理を行う。

（河川内の維持管理）
・河川内に堆積した土砂や草木の繁茂などの影響により河川管理上
支障となる場合は、河川環境に配慮しつつ、堆積土の除去、立木
の伐採、草刈りなどの必要な対策を行う。

（堤防・護岸の維持管理）
・堤防が不同沈下、法崩れ、ひび割れ等により弱体化した場合は、
堤防の嵩上げや腹付けなどの必要な対策を行う。
・護岸の亀裂など河川管理施設の異常を早期に発見するため、定期
的な河川の巡視を行うとともに、異常を発見した場合には、速や
かに修繕などの必要な対策を行う。

（河川占用施設の維持管理）
・取水堰や橋梁などの占用施設で河道の洗掘や断面の阻害などの河
川管理上支障となるものについては、施設管理者と調整し適切な
処置に努める。また、施設の新築や改築にあたっては、施設管理
者に対して、治水上の影響、河川環境の保全について指導する。

（地域住民等との協働による維持管理）
・地域住民やＮＰＯ、ボランティア団体などと協力して河川環境の
保全を行うため、草刈りや河川清掃などの河川愛護活動を積極的
に支援する。また、多くの方の住民参加が得られるよう広報やＰ
Ｒ活動に努める。

（県営ダムの維持管理）
・道平川ダム及び大仁田ダムについては、ダム本体、貯水池及びダ
ムに係わる施設等を常に良好に保つために必要な計測・点検を行
い、その機能の維持に努める。
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（ｂ）河川情報の管理
河川の水位・流量や流域内の降雨などの河川情報を観測・収集して、洪

水時の避難や渇水時の節水などを判断する基礎情報とする。

イ 洪水管理
平時から、水防団をはじめ地域住民に対し、洪水氾濫危険箇所を周知す

るとともに、災害関連情報の提供による水防意識の高揚を図るための広報
活動を実施し、防災関係機関（報道機関、消防、警察、通信、電力等）と
の協力体制の維持強化を図る。

ウ 地震対策
気象庁が発表する震度が所定の値以上の場合には、速やかに震度や災害

の規模に応じた体制を確保し、河川管理施設等の点検を行う。また、河川
、 。管理施設等に被害が発生した場合には 速やかに応急復旧作業を実施する

エ 水量、水質への対応
（ａ）水量、水質の監視
地域住民や関係県部局との連携のもと水量、水質の監視を行う。

（ｂ）啓発活動
関係機関と連携を図り、節水意識の向上や生活雑排水を直接河川へ流さ

ないよう呼びかけるなど啓発活動を行う。
（ｃ）水質事故への対処
有害物質が河川に流出するなどの水質事故は、生息・生育する動植物の

みならず、水利用者にも多大な被害を与える。そのため、日頃から関係機
関との連携に努め、事故防止への注意を喚起するとともに、事故発生時に
は迅速に対応し、被害の軽減に努める。

オ ゴミ、土砂、車両等の不法投棄の防止
関係機関と連携を図り、地域と一体となった一斉清掃等の河川美化運動

の実施、河川巡視の強化、警告看板の設置等により、ゴミや土砂、産業廃
棄物、車両、船舶等の不法投棄の未然防止に努めるとともに、不法投棄を
発見した場合は、ただちに原因者に撤去させる。




